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１．はじめに

 全国で作業者と重機の巻き込み、接触事故が発生している。重機の事故は被害者だけではなく、

発注者、施主、関連会社にも大きな影響を与える。特に施工会社にとっては死活問題にまで発展す

る場合がある。また、被害者の人生が大きく変わる。事故を宿命と受けざるを得ない心境にまで発

展する。現在、国土交通省は、今年度の建設工事事故防止対策 重機事故防止重点対策として、重

機の接近を知らせる警報装置を有効に活用するようにという方針を出している。

 当社は現在、安全補助器具を作り現場に提案しており、今後も事故防止のために提案していきた

いと考えている。ここでは、現在開発中である安全補助器具について記述する。

２．現状

 シンク・フジイは、現在２つの重機向け安全管理補助器具のレンタル販売をしている。現場のイ

メージとそれぞれの安全管理補助器具の運用手順を図１及び図２に示す。

    図１ 製品「ばか騒ぎ（通行時）」    図２ 製品「おしらせラジオ（作業者接近時）」

(1) 重機向け安全管理補助器具「ばか騒ぎ」について（図１参照）
重機周辺を通行する場合、重機オペレーターに作業者が通行することを知らせ、重機オペ

レーターが接近に気付いたことを作業者に知らせ、互いの接近を相互に確認することができ、

重機と作業者の巻き込み・接触事故を防止するための製品である。

(2) 重機向け安全管理補助器具「おしらせラジオ」（図２参照）
作業者が知らずに重機に接近した場合、作業者が携帯している発信機から常に 1620kHz の
AM ラジオ波を送ることによって、重機ラジオから音声が流れ重機オペレーターに作業者が

接近していることを知らせ、重機と作業者の巻き込み・接触事故を防止するための製品であ

る。

(3) 課題について
① 重機向け安全管理補助器具「ばか騒ぎ」

作業者がリモコンのボタンを押さないと、重機オペレーターに連絡できない。

② 重機向け安全管理補助器具「おしらせラジオ」

・自動で重機オペレーターに接近を知らせる（検知する）ことはできるが、作業者が自主的

に連絡できない。

・AMラジオ波は周辺環境の影響を受けやすく、1620kHzのラジオ放送が受信される地域
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では使用できない。また、稀に韓国放送が受信されることがある。その場合でも使用でき

ない。

３．開発の内容について

(1) 新製品のイメージについて
開発予定の製品は、特定小電力と微弱電波を使用することによって、作業者が通行したいとき

に、作業者が重機オペレーターに接近を知らせ、互いの接近を相互に確認することができる機

能と、作業者が知らずに重機に接近した場合、自動で重機オペレーターに作業者が接近してい

ることを知らせる機能を持つものであり、現在レンタル販売している 2つの機能を併せ持つ製
品である。イメージを図３に示す。

機器構成イメージ

             図３ 新型 安全管理補助器具イメージ

(2) 技術及び新機能について
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① 特定小電力無線について

電波法に定める無線局として総務大臣の免許を受けることなく運用することができる。

② 微弱無線について

無線局の免許や技術適合認証を必要としない。

周波数や用途などに制限がないもの（3mの距離で電界強度を規定）と、制限のあるもの
が存在する。

③ 周波数について

周波数の大きさは、通信距離及び障害物の影響度に関わってくる。周波数が小さいほど障

害物に対する回りこみに長けており、通信距離は短くなる。周波数が大きいほど障害物に

対する影響が大きく通信距離は長くなる。使用する周波数は 322MHz 以下である
315MHz帯を使用する。通信距離は現在の「ばか騒ぎ」より短くなる可能性が高いが、重
機周辺の事故を防止するには十分であると考える。

④ 同一周波数帯の２つの電波（微弱電波と特定小電力）を使用できるように、２つの電波を１

つのリモコンに組み込む。

⑤ 受信側のアンテナの長さを変えられるようにして現場に合わせて検知範囲を設定できるよ

うにする。

⑥ 微弱電波を常に発信することになるためスリープ機能を持たせ、電池の消耗を抑える。

４．今後の予定について

(1) 技術の検証
① 電波について

 今回開発する自動で作業者を検知する機能は、常に微弱電波を発信させるため、以下に関

して妥当であるかを検証する必要がある。

・選別した周波数の障害物に対する影響度及び通信距離を確認し、安全補助器具として有効

であるかを確認する。

・選択した周波数の混信に対する影響度を確認し、安全補助器具として有効であるかを確認

する。（街中で検証）

・現在「ばか騒ぎ」で使用されている特定小電力を利用したリモコンからの通信は安定して

おり、いまのところ不具合はないため、試作機製造完了後に運用試験を行う。

② 同一周波数帯の２つの電波（微弱電波と特定小電力）を使用して、１つのリモコンに組み込

み利用する。したがって、試作機製造完了後、運用試験を実施する予定である。

(2) 開発製品の実用試験
 当社は施工会社に協力をお願いし、実際に現場で使用してもらい使用上の問題点等、意見を徴

収し改良を重ねる予定である。

(3) 普及にあたって
 現在顧客より、２つの機能を併せ持つ製品が求められている。普及させるにあたり、サポート

体制を確立したい。内容は以下のとおりである。

① 顧客からの注文に対し、早期に納品する体制



 適合品、不適合品の識別。管理台帳の作成。

② 使用方法の明確化

 マニュアル作り 1枚で理解できる簡易なマニュアル作り

５．まとめ

「もの作りとは？」と問われると、技術・発想が最初に浮かんでくるが、開発後の展開にこそ本

当の開発があると考えている。顧客と当社の良い関係を築き、両組織のコミュニケーションによ

り完成されるものであり、その基盤ができない限り、技術・発想を生かす場面も存在しない。ま

して全国の重機事故防止のために展開することはできないと考えている。

シンク・フジイは事故防止のため安全補助器具の活用を全国に薦めていきたいと考えている。


